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＜報道関係各位＞                     プ レ ス リ リ ー ス 

 ２０１１年１０月３１日 
 

高校生のアイデアが日本を笑顔にする！食をテーマに地域活性！プラン＆アクション 

全国高校生対抗 「ごはん ＤＥ 笑顔 プロジェクト選手権」 

震災復興の願いを込め、全国の高校生が被災地・宮城で決勝大会に出場 

【日時】１１月１３日（日）１０：００～１６：３０ 【会場】宮城県小牛田農林高等学校 

 

全国農業協同組合中央会 
 

全国農業協同組合中央会（JA 全中）は、11 月 13 日（日）、宮城県小牛田農林高等

学校にて、全国高校生対抗「ごはん DE 笑顔 プロジェクト選手権」決勝大会を開催

します。 

 

「ごはん DE 笑顔 プロジェクト選手権」は、全国からエントリーした高校生が地

域の課題を見出し、“食や農”をテーマにしたアイデアで地域活性化に取り組み、新

しい「地域の味」、新しい「地域のブランド」、新しい「地域のムーブメント」等、高

校生パワーで地域を元気にするプロジェクトです。 

 

決勝大会では、被災地・宮城に集まった全国の高校生達が手を取り合って地域をつ

なぎ、未来をともに創り上げていくメッセージを発信していきます。 

総エントリーした 127 校 262 チームのうち全国５地区大会を勝ち残った 10 チーム

と敗者復活枠１チームが、半年に渡って地域活性化に取り組んだプランと実践・成果

を競い合います（出場 11 チームのプロジェクトの概要は４～５ページ参照）。発表す

るプランは、生まれ育った地元の活性化をはじめ、被災地域の復興支援を目指す取り

組みなど、高校生の若い力で地域をつなぎ応援する力強い内容が勢ぞろいしました。 

 

また決勝進出 11 チームに加え、大震災で大きな被害を受けながらも前向きな地域

での活動に取り組んできた岩手県立大槌高校、福島県立磐城農業高校の生徒による特

別プレゼンも行います。さらに会場には、高校生による震災後の取り組みを一同に集

めた「岩手・宮城・福島 高校生の地域プロジェクト」展示も行います。 

 

 大会翌日の 14 日（月）は、出場校と小牛田農林高等学校の有志が石巻市雄勝町を

訪問、同町の被災状況や力強く農業を再開している方のお話を伺い、交流を図ります。 

 

【本件に関するお問合せ先】 

「ごはんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」広報デスク（プランニング・ボート）福嶋・井上 

 ℡：03－5645－6600（内線 819）携帯℡：090－8163－3160（福嶋） 

【一般の皆様からのお問合せ先】 「ごはんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」事務局 

 ℡：03―6271－8510（10 時～18 時/土日祝除く） http://www.egao-ｐ.com 

※大変お手数をお掛けしますが、会場準備の都合上、 

１１月１１日（金）までに、ＦＡＸ返信用紙にてご連絡をお願い申し上げます。 

http://www.egao-p.com/
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全国高校生対抗「ごはんＤＥ笑顔 プロジェクト選手権」決勝大会概要 

 

■開催日 ２０１１年１１月１３日（日）１０：００～１６：３０（９：３０開場） 

■会場  宮城県小牛田農林高等学校 体育館(宮城県遠田郡美里町牛飼伊勢堂裏 30) 

※ＪＲ東北本線・小牛田駅より徒歩２０分、東北新幹線・古川駅より車で１５分 

東北自動車道・古川 ＩＣより車で３０分 

■趣旨 

全国の高校生が、「地域の食や農」をテーマに、地域を笑顔にするアイデアを考え

行動し、そのプロセスや成果を発表し、競うコンテストです。 

①「食や農」に対して地域がどんな需要や課題を抱えているのかを発見し、 

②「生産」「流通・加工」「販売・消費」のうち、最低１つを組み込んだプランを考え、

③地域を元気に、笑顔にできるプランを作成し、実行することで、 

新しい「地域の味」、新しい「地域のブランド」、新しい「地域のムーブメント」など、

高校生を中心とした地域連携プロジェクトを全国に誕生、広く波及させ、日本中を笑

顔で元気にすることを目指しています。 

 

■主催 全国農業協同組合中央会（ＪＡ全中） 

■共催 ＪＡみどりの ＪＡ宮城中央会 

■出場チーム ｐ４～５参照 

■司会 村上由利子（ＮＨＫアナウンサー）、マギー審司（手品師） 

 

■プログラム 

１３日（決勝大会）＊進行によって時間が前後することがあります。 

１０：００ 開会式 

岩手県大槌高校によるスペシャルプレゼンテーション 

１０：２５ 決勝プレゼンテーション（１５分×６チーム） 

１２：００ プロジェクト展示紹介／昼食 

１２：５０ 福島県磐城農業高校によるスペシャルプレゼンテーション 

１３：００ 決勝プレゼンテーション（１５分×５チーム） 

１４：００ プロジェクト展示紹介 

 ※小牛田農林高等学校音楽部演奏、司会トークなどの後、休憩 

１５：３０ 審査発表・表彰式・記念写真撮影 

１６：３０ 閉会 

１７：３０ 交流会 ※出場校・小牛田農林校生徒、マギー審司参加予定 

 

１４日（被災地交流特別プログラム） 

９：１５～１１：３０ 宮城県石巻市雄勝町にて、被災状況の視察 

※決勝大会出場高校生（希望者）と小牛田農林高校の有志生徒が宮城県石巻市雄勝町

を訪問し、力強く農業を再開された方のお話を伺うなど、被災地の今を肌で感じ取

ります。 

参加者：約９０名（応援団・高校生審査員、マギー審司含む） 

交流予定：雄勝町役場職員 農業委員 
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■審査 

高校生が「身近な地域の食や農」を、どのように考え（リサーチ＆選択）、どのよ

うなアイデア（自分にできる取組み方法）で、どのように実行（プロジェクトにより

地域を笑顔に）できたかを評価し、総合的に優れたプロジェクトを選出します。高校

生らしい着眼点や創意工夫、そして将来の可能性などを評価項目とします。 

・テーマ選定の着眼点（リサーチ力、課題分析力、時代性 など） 

・独創性（プロジェクトのアイデア、スケール など）  

・構想力（目標へのプロセス、実現可能性、発展性 など） 

・実践と成果（行動力、実行内容、地域貢献度） 

 

■審査員 

近藤 卓志 （青果物健康推進協会専務理事・月刊農林リサーチ編集委員） 

藤田 智  （恵泉女学園大学人間社会学部 教授）  

畦地 履正 （株式会社四万十ドラマ 代表取締役） 

青山 有紀 （料理家・「青家」代表） 

神戸 風香 （日本学校農業クラブ連盟会長・静岡県立田方農業高等学校） 

七ツ役 幸菜（全国高等学校家庭クラブ連盟生徒会長・東京都立晴海総合高等学校） 

冨士 重夫 （全国農業協同組合中央会 専務理事） 

 

■賞 

優勝       （１チーム）トロフィー、賞状、副賞（１０万円相当賞品） 

準優勝      （１チーム) トロフィー、賞状、副賞（５万円相当賞品） 

審査員特別賞   （３チーム）トロフィー、賞状 

地域を笑顔に特別賞（２チーム）賞状 

 

 

＜参考＞決勝大会までの経緯 

４月１０日（日）～７月１日（金） エントリー期間（１２７校２６２チーム） 

※「同一高校に在籍中の３名以上のチームであること」が条件。 

７月１２日（火）アイデアプラン提出（２２６チーム） 

※身近な地域の食や農をリサーチし、プロジェクト内容をプランニング。 

書類審査にてプランを評価。                       

８月 ５日（金）地区大会進出チーム発表 

※全国５ブロック、各ブロック６～９チームが地区大会へ。 

※書類審査にて敗退した場合、敗者復活へ。 

８月１７日～２６日 地区大会（全国５ブロック）出場：計３４チーム 

※各ブロック２チーム（優勝・準優勝チーム）が決勝大会へ。 

※敗退したチームは、敗者復活へ。 

１０月２８日（金）敗者復活校チーム決定 

１１月 ５日（土）決勝進出者はプロジェクトリポート提出 

※決勝進出者はプロジェクト活動の成果をあげてリポート制作。 

１１月１３日（日） 決勝大会 
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全国高校生対抗「ごはんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」決勝大会進出チーム一覧 

NO

. 

＜チーム名＞ 学校名 プロジェクト名 プロジェクト（アイデアプラン）概要 

1 ＜美幌ブランド豚を生産せよ！！＞ 

北海道美幌高等学校 

美幌ブランド豚を生産せよ 
～今日から美幌を豚生産拠点とする～ 

規格外の野菜をエサに、自前で育種交配した豚を飼育、肉質の良い『美幌

ブランド』の確立を目指す。畑作農家の収入増加や循環型養豚で、名産のな

い町を「純国産豚肉」で活性化する。 

2 ＜ランジェリーピンク＞ 

宮城県小牛田農林高等学校 

創造～In the dream does not end～ 

宮城県沿岸部の被災地でボランティア活動を続けてきたチームは被災地の

人々と一緒に野菜を栽培する活動を始めた。心の支えを失いがちな人に意欲

を取り戻してもらい、秋には「復興なべ収穫祭」を計画するなど心の被災地

支援に取り組む。 

3 ＜自然宅配「ブナ便カヤノ平」＞ 

長野県下高井農林高等学校 

「ブナ便カヤの平」プロジェクト 
～日本一美しいブナ林を都会のあなたへ届けます～ 

長野県木島平村カヤノ平のブナ林は、開拓で一時、荒廃した。そこで美し

いブナ林を元に戻そうと計画を高校生が中心となり、都会の人へ「ブナの苗

の鉢植え」を宅配する運動を開始。ブナの実を使った饅頭を開発したりして、

都会と山村の交流を活発化し、美しい自然の回復と地元を活性化することを

ねらう。 
4 ＜M：T：C@rrot＞ 

神奈川県立相原高等学校 
私たちの力で復活！！伝統野菜『万福寺鮮紅大長

人参』～育てよう・食べよう・伝えよう～ 

川崎市では 1960 年代まで、地場特産の「万福寺鮮紅大長人参」という長く

て味の濃い、伝統料理に適した人参が生産されていた。高齢農家でも作りや

すい栽培方法を開発するとともに、新しい利用法も考慮し、伝統野菜と地元

農業の再活性を目指す。 

5 
＜京の伝統野菜を守る研究班＞ 

京都府立桂高等学校 

広めたいほんまもんの京野菜 

～新たな加工品の可能性に挑戦！～ 

品質への評価が高い「京野菜」の種子は、数軒の栽培農家が門外不出として

守ってきた。これを高校生が譲り受けて、栽培法を継承しながら、新たな加

工品を商品化することで認知度を高めたり、伝統野菜の大切さを情報発信し

ながら、貴重な種子を後世に伝える“シードバンク”の機能を担うことをめ

ざす。 

6 ＜木曽馬の薔輝＞ 

岐阜県立飛騨高山高等学校 

木曽馬で新しい産業を 

～地域の生物多様性とその保全～ 

戦国時代には軍馬、明治期には農耕馬として利用された木曾馬は現在わずか

１６０頭。この貴重な文化遺産を活かした「ホース セラピー」の観光牧場を

開いたり、馬糞の堆肥で農家がバラを栽培し、加工製品で安定収入を得るな

ど、山村に新しい産業を興こして、“木曽馬の里”としての活性化をめざす。 

7 ＜笑顔広げるミツバチ姫チーム＞ 

広島県立油木高等学校 

蜜蜂から広がる交流と地域の再生・ 

花咲く神石高原町をめざして 

地元・神石高原町は、人口の半数が 65 歳以上の限界集落も多い中国山地の過

疎の町。若者の流出や耕作放棄地の増加に悩む町を、“儲かる農業”で甦らそ

うというプロジェクト。耕作放棄地を花畑に変え、高齢農家でも取り組める

「養蜂」で加工品を生産、ソバの生産も行なって、観光農業での過疎脱却を

掲げる。 
8 ＜新居浜商業高校ＮＣ★ＳＨＯＰ部＞ 

愛媛県立新居浜商業高等学校 

新居大島白いもアイランド構想 

～白いもスイーツを名産品にしたい

～ 

瀬戸内海の小島＝新居大島の特産「白いも」の特性を活かしたスイーツを次々

に開発。栽培から加工、販売促進まで手掛けるほか、“白いもツアー”など島

の農業を観光資源化する取り組みも始める。「白いも１０次産業化」を推進し、

島の白いも文化を守るとともに、後継者のいる“賑わいの島”に戻すことを

狙う。 
9 ＜宮崎農業高校園芸流通部＞ 

宮崎県立宮崎農業高等学校 

食・農・家族に感謝！ 

「未来につなぐ『宮崎版弁当の日』」 

子供たちへ食や命の大切さを伝えたいと、自分たちが育てた野菜で作る「弁

当の日」を実践。地域の小学生を募集し、野菜作りから弁当作りを一緒に行

なう。郷土料理も取り入れ、豊かな食文化の伝承や家族への感謝の心を育て

ることも狙う 

10 
＜遠賀高等学校 商品開発室＞ 

福岡県立遠賀高等学校 

青米パンでエコ、おいしくエコ！ 

学校田での稲作では１割程度、未成熟の「青米」が出てしまう。これを捨て

ずに、食品に加工することで「エコ農業」を目指す。青米に含まれる健康に

役立つ栄養素に着目、地元企業と連携して「青米パン」を開発して市販し、

地域を元気にするプラン。 
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敗

者

復

活 

＜NKG☆１２～１２人のにっこりガールズ～＞ 

頌栄女子学院高等学校 

  歌って、食べて、笑顔になろうプロジェクト２０１１ 

東日本大地震の被災地の状況に何かできないかと考えている時に、高校と強

いつながりがあるＮＧＯ団体が大船渡市に支援を行っていることを知った。

その団体やＪＡと連携をとりながら大船渡市の特産物の復興支援を目指す。

都内の小学生に大船渡市の特産物を知ってもらったり、給食献立に取り入れ

る、オリジナル応援ソングを作りスーパーなどで流してもらう等々、大船渡

の特産物を広くアピールするプロジェクト。 

特

別

プ

レ

ゼ

ン 

岩手県立大槌高等学校 

家庭クラブ 

東日本大震災で、人口のおよそ１０人に１人が死亡や行方不明となった大槌

町。津波で市街地は壊滅。大槌高校は町内唯一の高校で高台に位置していた

ため、震災直後から１，０００人を越える避難者が殺到した。そうした中で、

自らも被災者ながら、避難所となる学校のマネジメントを手がけ、自衛隊と

のやりとりや食料衣類の配分、清掃活動、高齢者の世話や対応などあらゆる

ことを数ヶ月にわたり自主的に実施してきたのが大槌高校の生徒。「体験が風

化しようとしている今、小さな大槌町にもこんな高校生がいたということを

知って欲しい」という顧問の先生の強い願いを受けて、この度の特別プレゼ

ンテーション実施となった。 

特

別

プ

レ

ゼ

ン 

福島県立磐城農業高等学校 

食品流通科 

福島県いわき市は、３月１１日の地震や津波の被害のほか、４月１１日、１

２日に２日連続で震度６弱の余震を受けている。その震源地のほぼ真上に位

置する磐城農業高校はこの余震で校舎が座屈、食品科工場も壊滅した。しか

しそれを聞き及んだ地元ＪＡいわき市が、高校に加工場提供を申し出る。食

品加工は再開。磐城農業高校は、農家を笑顔にしようと自ら開発した規格外

作物を活用した「梨ジャム」の加工生産を１０月から再開した。現在は放射

能による風評被害に立ち向かっている。実は、磐城農業高校は、昨年度の「ご

はんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」で決勝大会に進出している。そうした縁

から、この度の発表が実現した。 

 

「岩手・宮城・福島 高校生の地域プロジェクト」取り組み展示 参加校（予定） 

本展示は、宮城県学校農業クラブ連盟を中心とした各学校に、「学級新聞」のよう

に見やすく３・１１以降の食と農の取り組みをまとめてもらい、被災県の高校生から

元気を日本中に発信しようとねらうものです。Ａ１模造紙 1枚に各学校それぞれ自ら

まとめる形で記載、一同に展示します。本展示は決勝大会終了後、12 月に東京大手町

ＪＡビルにある農業農村交流プラザ「ミノーレ」でも巡回展示します。 

 

岩手県 県立大槌高等学校家庭クラブ 

福島県 県立磐城農業高等学校食品流通科（農業クラブ） 

宮城県 小牛田農林高等学校農業クラブ、伊具高等学校農業クラブ・家庭クラブ 

石巻北高等学校農業クラブ、上沼高等学校農業クラブ 

加美農業高等学校農業クラブ・家庭クラブ、黒川高等学校農業クラブ 

柴田農林高等学校農業クラブ、单郷高等学校農業クラブ 

宮城県農業高等学校農業クラブ、迫桜高等学校農業クラブ 

米山高等学校農業クラブ、亘理高等学校農業クラブ・家庭クラブ 

本吉響高等学校農業クラブ・家庭クラブ        

（以上、１５校） 
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≪ＦＡＸ返信用紙≫ 

 

「ごはんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」広報デスク 

（プランニング・ボート）福嶋・井上・小野 宛 

 

 

高校生のアイデアが日本を笑顔にする！食をテーマに地域活性！プラン＆アクション 

全国高校生対抗 「ごはん ＤＥ 笑顔 プロジェクト選手権」 決勝大会の御案内 

【日時】１１月１３日（日）１０：００～１６：３０ 【会場】宮城県小牛田農林高等学校 

※11月 14日（月）大会参加の高校生有志が被災地・雄勝町を視察、農家と交流します。 

 

□参 加 

□１１月１３日（日）決勝大会 

□１１月１４日（月）勝雄町訪問 

    □不参加 
 

媒体名  

御社名  

部署名  

ご芳名 
                        

 他       名様 

連絡先 ＴＥＬ ＦＡＸ 

 

 ≪備考欄≫ ご取材につきご要望・ご質問等ございましたら、ご記入願います。 

       

 

 

 

 

【ＦＡＸ返信先：０３―６７３０―９５９３】 

 


